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２．事業実施周辺区域の現況
（１）大気質

0%光化学オキシダント

34%浮遊粒子状物質

100%一酸化炭素

95%二酸化窒素

100%二酸化硫黄

環境基準達成率項 目

0%浮遊粒子状物質

100%一酸化炭素（※）

0%二酸化窒素

100%二酸化硫黄（※）

環境基準達成率項 目

一般環境大気測定局における結果

（※）２局のみの測定

自動車排出ガス測定局における結果

一般環境大気測定局の調査地点



２．事業実施周辺区域の現況
（２）水質

（※）ｶﾄﾞﾐｳﾑ、鉛、六価ｸﾛﾑ、砒素、総水銀等全24項目

公共用水域水質調査地点における結果
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２．事業実施周辺区域の現況
（３）赤潮、青潮

赤潮の発生回数

青潮の発生回数
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資料：「平成15年度公共用水域及び地下水の水質測定結果」（平成16年11月、東京都環境局）
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２．事業実施周辺区域の現況
（４）生態系
事業実施周辺区域で確認された、主な絶滅危惧種

コアジサシ

エドハゼ→

ウラギク



３．環境影響評
価項目の選定

●標準的な環境影響
評価項目は、右の表
に示す斜線部分。

●今回の環境影響評
価においては、右の
表の●について環
境影響評価項目を
選定。



 

水環境の予測計算範囲

４．主な予測、評価結果について
（１）流況
①予測手順（予測範囲）

●予測範囲については、 東

京湾が閉鎖性海域であり,
総量規制がかかっている

こと等から、予測範囲を広

域に捉える。



４．主な予測、評価結果について
（１）流況
②予測、評価結果

流速ベクトルの絶対値の変化

（上げ潮時：冬季）図２

流速ベクトルの比較

（平均流：夏期）図１



ＤＯの濃度分布（夏期）→

４．主な予測、評価結果について
（２）溶存酸素(ＤＯ)
①予測、評価結果（東京湾全域）



４．主な予測、評価結果について
（２）溶存酸素(ＤＯ)
②予測、評価結果（桟橋部及び連絡誘導路部）

１）桟橋部及び連絡誘導路部により形成される大規模な遮光

域により、植物プランクトンの光合成休止を考慮。

２）杭に付着する二枚貝の脱落等による海底での分解に伴う

酸素消費を考慮。

●桟橋部及び連絡誘導路部により形成される大規模な遮光域

について、以下に示す影響を考慮。



測量結果

（期間：平成11年1月～平成14年1月）
注：羽田沖浅場については平成9年3月～平成14年12月
の地形変化を元に推定している。

計算結果

（外力条件：大潮＋高波浪＋出水＋洪水）

４．主な予測、評価結果について
（３）地形
モデルの限界ー１
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（３）地形
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●砂分が多く、シルト・粘土分が少ない場合、砂分の 空隙に粘土が埋まっ

いる状況と考えられるため、粘土を含有する砂粒子の粘着力に伴い耐侵

食力が大きい状態と考えられる。

４．主な予測、評価結果について
（３）地形
モデルの限界－３

イメージ図

●砂分が少なく、シルト・粘土分が多い場合、粘土層の中に砂粒子が浮いて
いる状況と考えられ、耐侵食力が大きい状態にはないと考えられる。



５．今後の対応
（１）環境保全措置

①大気質

・施工機械等の使用にあたっては、排出ガス対策型建設機械の
採用を指導する。

②水質

・浚渫時及び土砂の投入時において、汚濁防止枠や、濁りを極力
発生させない作業船（トレミー船等）を使用する 。

③廃棄物等

・建設副産物は、発生抑制、分別を徹底し、特定建設資材廃棄物
（コンクリート、コンクリート及び鉄から成る建設資材、木材、アス
ファルト・コンクリートの4品目）は再資源化施設に搬入し、再資
源化に努める。 等の環境保全措置を実施する。

●これら環境保全措置の確実な実施及び今後の創意工夫により、
本事業による環境への影響の一層の低減を図り、環境の保
全、改善に努める。



●数値シミュレーション等では把握しきれない実際上の影響を把

握するため、東京湾全体を対象とした調査を引き続き実施。

●調査成果を踏まえ、必要に応じて、事業者によるできる限りの

回避・低減措置や、オンサイト（本事業実施区域近傍）のみなら

ずオフサイト（東京湾全域）をも対象とした代償措置を講じ、東京

湾全体の水環境の保全・改善への貢献に努める。

５．今後の対応

（２）東京湾環境改善への貢献


